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広報 な か わ だ ２０２３年 １月

第５０６号    中和田カトリック教会 広報委員会 

                              泉区中田北１丁目９－１ Tel (045)803-6141 

                        ２０２３年１月１日           https://nakawada-catholic.com 

神の母聖マリアの祝日・新年あけましておめでとうございます！ 

フランシスコ・ザベリオ 日野武満神父 

 昨年の二月に教会再建工事が完成して、司教様の祝福式が行われました。 

 信徒一同の協力と（教会再建の祈りも）第五地区教会のご協力もあり感謝でいっぱいです。 

 新型コロナ・ウイルス感染症、ロシア・ウクライナ戦争が世界を震撼させています。第二次世界大戦

を経験した私の世代には・・・核戦争にまで拡大しないことを祈るばかりです。 

 今年、私は卒寿を迎えますが、主の恵みによって司祭職を全うできますように、皆様のお祈りとご協

力を心から宜しくお願い致します。 

教会の守護聖⼈―神の⺟聖マリアの⼀⽉⼀⽇を[２０２３年][令和五年]平和の年となりますように祈

ります。 

教会ごよみ（１・２月）

日 曜 典 礼（ミ サ） 備 考 そ の 他

１ 日 祭日ミサ(10:00) 神の⺟聖マリア[祭] 担当：全地区

６ 金 初金ミサ(9:30) 週日ミサ

７ 土 入門講座(14:00)

１ ８ 日 祭日ミサ(9:00) 主の公現[祭] 成人祝賀ミサ 担当：第３地区

月 １４ 土 教会委員会(10:00)

１５ 日 主日ミサ(9:00) 年間第２主日 担当：第１地区

２１ 土 入門講座(14:00)

２２ 日 主日ミサ(9:00) 年間第３主日 担当：第２地区

２９ 日 主日ミサ(9:00) 年間第４主日 担当：第３地区

２ 木 祝日ミサ(9:30) 主の奉献[祝]

３ 金 初金ミサ(9:30) 週日ミサ

４ 土 入門講座(14:00)

５ 日 主日ミサ(9:00) 年間第５主日 担当：第１地区

２ １１ 土 教会委員会(10:00)

月 １２ 日 主日ミサ(9:00) 年間第６主日 担当：第 2 地区

１８ 土 入門講座(14:00)

１９ 日 主日ミサ(9:00) 年間第７主日 担当：第３地区

２２ 水 祭日ミサ(9:30)

言葉の典礼(19:00) 

灰の水曜日[祭]（聖ペトロ使徒座） 担当：全地区

２６ 日 主日ミサ(9:00) 四旬節第１主日 担当：第１地区

※主日ミサ等の参加は全地区（地区別制限なし）となりました。
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クリスマス おめでとうございます！

 ２０２２年のクリスマス・ミサが行われました。２月 24 日に始まったロシア・ウクライナ戦争や 

まだまだ続く新型コロナ・ウイルス感染症、企業倒産、物価高等、激動の年でしたが、そんな中私達

の中和田教会は再建なった聖堂でクリスマス・ミサを行うことが出来ました。 

 世界レベルで見れば、日本はまだ便利で快適な生活を行うことができる国といえます。様々な事情で 

衣食住に事欠いて苦しんでいる人々がたくさんおられます。平和と安全を願ってお祈りしました。 

          夜半ミサにて 

「『学び』と『分かち合い』の集い」のご紹介 

 教会建物再建工事の準備として行なった中和田教会蔵書の整理作業の過程で、「NHK 人間大学 死

とどう向き合うか」と題する VHS ビデオ 12 巻（１９９４年発刊）があることがわかり、何人かの信

徒の方々とご相談した結果、これをこのまま誰も観ずに置いておくだけではあまりにももったいない

ので、これを題材にして「学び」と「分かち合い」の機会を持とうということになりました。 

 この教材は、故アルフォンス・デーケン師（イエズス会；上智大学名誉教授）がライフワークとされ

た「死生学」を NHK 連続講座の一般向けビデオに纏めたデーケン師ご自身による講義録であり、内容

は「死後のはなし」などではなく、ひとことで言えば「死を見つめ直すことを通して、どのように生き

るか」ということに集約できると思います。 

 集いの開催の都度、教会掲示板にポスターでご案内していますが、２０２２年９月から、「１時間の 

ビデオ視聴と１時間の分かち合い」の形で毎回概ね６名〜８名の 

方々が参加され、率直な分かち合いのなかで有意義な時間を過ご 

しています。 

 この集いは、後２回を残すのみですが、ご関心をお持ちの方には 

この教材（VHS）をお貸しすることもできますので、お声がけを 

願えれば幸いです。 

                    （世話人 小野雅彦） 
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「聖書の勉強会」が 始まりました

 11 月 30 日（水）から日野神父様のご指導による聖書の勉強会が始まりました。 

 当面の目標は『聖書の完読』を目指します。10 名の参加でした。まず、各国に翻訳されている 

旧約・新約聖書の実物を見せていただきました。日本語、英語、インド語、ヘブライ語、イタリア

語、ギリシャ語、モーゼ五書などです。聖書の成り立ちの説明がありました。 

 旧約聖書の第 1 章：創世記についてのお話がありました。天地の創造のことや人間、地球の始ま

り、光、昼と夜、光と闇についてのお話でした。光は神、闇は神から離れた状態である事。闇の中で

生活する動物や人のことをお話しされました。時々、実物の模型をもって外国に滞在された時の珍し

い出来事を聞かせていただきました。 

 旧約聖書の読み合わせだけでなく実体験を交えた多岐にわたる外国の経験を聞きながら私たちは 

思いを馳せて紀元前からの聖書の成り立ちを感じ取ることが出来ました。日々の生活では科学的な目

で見聞きすることが多いですが、神が天地の創造された頃は混沌とした状態で形にはなっていないけ

れど、現在に至っていることが分かりました。これからもどんなお話が聞けるのか楽しみです。興味

のある方は、是非ご参加ください。 

お 知 ら せ

    皆様から、野菜、果物、衣類、雑貨、その他   いつも、お米などホームレス支援の 

    色々なご寄付をいただきました。それらの    ご協力をありがとうございます。 

22 年度１年間の売り上げの合計をご報告     １１月、１２月の寄付金は、 

いたします。                    合計額 ５，２２５円

合計額  １６３，１００円               でした。ご報告致します。 

    全額、建設資金として納入しました。      これからもよろしくお願い致します。 

    ご協力ありがとうございました。                 （福祉グループ） 

                （畑グループ） 



- 4 - 

委員会だより（文中敬称略） 

＜12 月教会委員会＞（12 月 10 日（土）11 名出席） 

１．日野神父様のお話

・今年は聖堂棟の再建が終わり新聖堂でのミサができ

たことは喜ばしいことでした。私達がしっかり運営

していき、若い人に移行していきたいです。 

２．コロナ対応に関する指針・確認 

・第五地区各小教区ともに変更なし。現状通り。 

３． 教会運営に関する集中検討（継続検討審議項目） 

（１）11/12 委員会の議論の振り返り（資料参照） 

（２）グループ編成と運用の見直しについて（岩渕）

（資料参照） 

 前回に引き続き「グループ編成と運用の見直しに

ついて」の提案の説明があった。先回の提案内容

に加えて議論に出た討議内容をもとに、議論のた

たき台として当面の活動方針、計画が示された。 

① 個々のグループに関する補足と進め方の提案 

・冠婚葬祭⽀援グループを⽴ち上げる。委員⻑の

負荷の軽減のため典礼グループ⻑を責任者とし

て典礼、総務、当該地区委員が運営していく。 

・新しい典礼聖歌に則った聖歌の練習グループを

つくり聖歌指導を担当していただく。（聖歌再

開時点で） 

・連絡網グループは家族単位の連絡先から個人

単位に変えていく。LINE などを使って若い人

にも届くようにする。 

② グループ責任者、担当者の交替について 

・無理のない範囲でのメンバーの交替が必要。 

・中和田教会の全メンバーがどこかのグループに

所属するという原則を徹底するために、グルー

プ変更申請表などを使い、再登録していただく。 

４．連絡・報告・審議事項など 

（１） 典礼委員会関連（岩渕）（資料参照） 

 ・子どもの初聖体、洗礼、に向けた勉強を 11/20 か

ら神父様のご指導で開始している。 

 ・聖書勉強会を 11/30 から毎週水曜日で開始した。

神父様の丁寧な講話をいただき聖書の完読を目

指す。 

 ・新しい式次第によるミサの開始は 11/27 から行っ

ている。概ね混乱なく実施されている。 

 ・人員不足（香部屋、侍者）の対応を検討する。典

礼委員会全員が研修するとともにメンバーの拡

充も考える。 

 ・成人祝賀ミサは１/８（日）に行う。該当者は 2 人。 

（２） 営繕 G 関係（五十嵐） 

 ・11/21 に消防用設備機器点検を受けた。問題点は

なかった。 

 ・12/４に年末大掃除を行った。 

 ・12/９に門のカーブミラーの修繕工事が行われた。

ミラーをポールに固定するため、当日中には完了

しなかった。 

（３） 財務 G 関係（⼩野（和））・⼩野委員⻑）

 ・11 月度の一般会計・建設会計・愛の献金の会計報

告が行われた。 

 ・教区事務局（税理士）より、消耗備品費支出、消

耗品費支出に関してもその内訳詳細を記述した

証憑（領収書等）の添付が必要である旨指導を受

けた。中和田教会内で、財務担当に経費請求する

際にはこの点重々留意願いたい。（「一式」とか「一

括」みたいな内容がわからない記述では駄目） 

 ・教区から受けている建設基金融資に関し、2022 年

度返済が繰り上げ分を含めて完了した（12/２付）。

これにより、返済元金残高は 4,200 万円から 3,570

万円となった。 

 ・「2022 一般会計」から、「2022 建設会計」へ 100

万円移行（献金）を完了。（12/２） 

（４） 椅子の購入報告（岩渕） 

 ・新しくグリーンの椅子を 40 脚購入した。 

以上 

  （次回委員会 １月１４日（土）） 

教会からのお知らせ 

■転出

 ・2022 年 10 月 16 ⽇付けで、⼾塚教会に転出され

ました。 

マリア 山口 ひとみ様 

              ヨハネ  山口 裕貴様 

              ペトロ  山口 智史様 

 ・2022 年 11 月 22 ⽇付けで、⼾塚教会に転出され

ました。 

パウロ  小林 克己様 

             （総務グループ） 


